
 
 

令和５年度枚方寝屋川消防組合予算 
企画戦略課 

 

１ 令和５年度予算の基本的な方針 

 新しい生活様式や働き方改革が求められてい

る中、令和 5 年度は本消防組合の最上位計画で

ある「第 5 次将来構想計画」をスタートさせる

年度となります。 

 with コロナからアフターコロナへとステー

ジがシフトしていく時代において、変化する社

会情勢に立ち遅れることなく、持続可能な消防

体制を確保し、市民のみなさんが「安全・安心」

を実感できるまちを目指すものです。 

 

２ 歳入歳出総額 

⑴ 歳入歳出総額 

 74 億 608 万 2 千円 

 前年度比 1.5％（1 億 1,085 万 6 千円）増 

 

⑵ 歳入歳出内訳（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

⑶ 解説 

・義務的経費のうち、定年延長の影響により

令和５年度の定年退職者が０人のため職員
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手当が大きく減となり、前年度と比べ人件

費総額5,191万２千円の減となっています。 

・公債費については、平成 27 年度から 30 年

度に借り入れた償還終了分と令和３年度に

借り入れた償還開始分により、6,984 万４

千円の減となっています。 

・投資的経費では、車両更新６台（前年度比３

台増）や冷暖房機取替工事等により１億

7,087 万７千円の増となります。 

・その他の経費のうち物件費は、前年度に比

べ 4,387 万１千円の増となっています。こ

れは、主に電気単価の値上げやガソリン単

価の高騰などによるものです。 

・補助費等は、消防ヘリコプター運営補助金

及び救急安心センター負担金の増額により、

前年度に比べ1,311万９千円の増となって

います。 

 

 

 

３ 予算の推移（単位：100 万円） 

「歳入の推移」 
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「歳出（性質別）」 
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４ 令和 5 年度主要事業 

⑴ 主力消防車両の更新 

 本消防組合の車両更新計画に基づき、消防

ポンプ自動車３台、救急車３台を更新します。 

  

・枚方本署タンク 

・三井タンク 

・神田タンク 

 

  

・枚方本署救急 

・楠葉救急 

・三井救急 

 

 令和５年度予算 

 車両整備 256,107 千円 

 

⑵ 消防力適正配置等調査委託 

 本消防組合の将来の消防力を検討するため

に、両市の人口推計等のデータ、過去の災害

出動件数のデータや救急出動のデータ（町丁

別、事故種別・症度別・年齢区分別・時間帯別

など）を基に、2040 年までの救急需要予測及

び消防力の適正配置等の調査を民間調査会社

等に委託します。 

検討課題 

・第５次将来構想計画で予定している救急

隊の増隊や救急車の適正配置、民間救急

の活用など救急需要対策について検討が

必要。 

・昼間帯・夜間帯に応じた救急隊の適正配

置やローテーションなど救急隊員の労務

管理について検討が必要。 

・人口や火災件数の減少などを踏まえ、消

防車など消防車両の必要数や配置などに

ついて検討が必要。 

・今後の両市の人口推計などを踏まえて、

施設、人員、車両など消防力の適正配置

について検討が必要。 

 

 

 

 令和５年度予算 

 消防力適正配置等調査委託業務 

              5,764 千円 

⑶ 消防情報システムの更新 

 平成 27 年度に整備した消防情報システム

は令和７年度で運用開始から 10 年となりま

す。 

 令和８年４月の消防情報システムの更新に

向けて、調達支援業務を委託します。 

 

 

 

 

 

 令和５年度予算 

 システム調達支援業務委託 21,000 千円 

※負担割合については交野市と協議中 

 

⑷ 電子申請サービスの運用 

 消防関係法令の申請・届出を市民・事業所

がいつでも・どこでもできるように電子申請

の環境を整備します。火災予防・危険物関係

の申請・届出から電子申請を開始し、その後、

申請・届出の対象範囲を拡大します。 

 令和５年度予算 

 電子申請サービス利用料 1,162 千円 
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申請、届出が可能

申請・届出 受付・審査

業務の効率化



 


